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令和２年の当協会の活動は、2月 10日にロシア・サハリン州政府の招聘で実現した「日サハリン合同コンサート」において、
作曲家の江藤雅樹理事長、ヴァイオリニストの江藤しのぶ専務理事、そして地元の演奏家で構成される「日サハリン合同
オーケストラ」を編成し、公演は大成功裡に終えることが出来ました。
会場には多くの地元政府要人もご来場の中、一日も早い次なる日露・日サハリン文化交流事業の実現を互いに約束して、
日サハリン友好親善事業は幕を閉じました。

しかし、その日から 2週間後、世界でコロナウィルスの感染が拡大。瞬く間に
各国の国境は閉じられ、年内に計画されていた文化交流事業は全て中止を余儀
なくされることになります。当協会はこのような状況の中でも、これまでの交流
をつなぎ続けていけるよう環境整備に着手。オンライン・ビデオミーティングの
活用により、日本と世界をつなぎ、海外の仲間たちとの遠隔による作曲・編曲・
レコーディングなどの活動を展開しました。

詳しくは最後のページの
「一般寄附金募集のご案内」をご覧ください

一般社団法人 日本芸術文化友好親善協会は、芸術文化を通じて、表現者、創作者が主体
となり、相互理解の進んでいない国際問題、社会問題の解決に、交流と友好親善の
きっかけを生み出すことで貢献していきます。民間から始まる私たちの活動は、
理念にご理解とご賛同をいただいた皆様からのご寄付によって支えられています。
ぜひ私たちの活動に、サポーターという立場からご支援、ご参加ください。

【サハリン ・ ホルムスク市の楽団のために新曲を制作】

令和 2年の日サハリン合同コンサートで共演した、サハリン州ホルムスク市で活動する楽団 “ペレズボン ”とは、帰国後も
江藤理事長と楽団員との間で日々交流が続いていました。コロナの影響で活動が思うように出来ない中、ある日新しい
レパートリーの録音に挑戦していたアコーディオンの名手アンドレイさんから「あなたの感想を頂きたい」と、音源が届きます。
一聴してその豊かな表現力と見事な技術に感動した江藤理事長は返します。

「あなたのために、あなたの楽団のためにロシア音楽の新曲を作曲したい」
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あなたの支援で芸術が世界をつなぐ
2021 年度賛助会員を募集中。

編集・発行人　江藤雅樹

【～コロナ禍での困難な状況だからこそ深まる世界の絆～】

サハリン州ホルムスク市の楽団「ペレズボン」のメンバー

日サハリン合同コンサートでの演奏の様子

江藤理事長は同時に楽団長のナターリァさんにも「あなたの楽団のために
私が新曲を作曲したら、サハリンの市民のために演奏して頂けますか？」
と打診します。するとナターリァさんからは、「オーチン ハラショー！！
（とても素晴らしい）私たちはスコア譜が来るのを心待ちにしています。
私たちは必ず実現させます！」と即答の快諾。

こうして令和 2年夏、なんと遠隔による日サハリン合同オーケストラの
新曲制作が開始します。

【遠隔で参加できる文化交流事業の模索】

当協会は、日サハリンにおける文化交流が決してコロナ禍において途絶えていない状況を、現地の在ユジノサハリンスク
日本国総領事館と随時情報共有していました。江藤理事長と久野和博 在ユジノサハリンスク日本国総領事との間では、

“このような状況において、どのような文化交流を年度内に模索できるのか ”

というテーマで、両地のコロナ感染状況の共有と今までにないアイデアの交換が日々密に行われていました。（2面へ続く）
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その中で “神戸の灘五郷の日本酒造りの文化を現地からサハリンへ発信する ”という企画が江藤理事長から提案されます。
江戸時代から日本酒が作られている灘五郷は、日本酒の生産量日本一、世界一の日本酒の酒処と言えます。

“日本から人が行くことは出来なくても、日本酒と酒造りという文化及び日本酒の現物なら国境を越えられるのではないか ”

年度内に何らかの総領事館主催の現地イベントが実施できた際に取り入れる、企画の一つとして検討が始まります。
総領事館がコロナ禍のロシア・サハリンでのイベント開催という難しい判断を検討する中、当協会は灘五郷の酒造関係者達と
実現した際のコンテンツの内容を探ります。その中で、世界に最も進出している日本酒高級ブランド「福寿」を生産する
株式会社神戸酒心館様から、日本酒造りの詳しい紹介映像を無償で貸与して頂く運びとなります。これにより、レセプション
などの場で来場者に日本酒を振る舞い、同時に映像を通じて日本酒作りという数千年の歴史ある日本文化を知って頂く計画の
下地が整います。

【海を越えてオンラインコンサートは可能なのか】

通常およそ 90分に及ぶレセプションの中で、文化交流企画が日本酒紹介の一つだけでは、催しとしても参加者の印象
としても、インパクトが弱いのは言うまでもありません。しかし、国境が閉じられている状況で人的交流の可能性は
閉ざされています。コロナ禍の状況下で、双方向に交流する選択肢は遠隔通信に頼るほかありません。当協会と領事館は
最も難易度が高い、海・国境を越えた 1000 ㎞以上離れた距離でのオンラインコンサートを計画します。これはおそらく
世界中どこの在外公館も、実現できた実績がないであろうことは想像に難くありません。

本番当日の会場を使用して東京のスタジオを現地サハリンと Zoomでつなぐテストが行われ、かなり特殊・緻密な設定
を両端末に反映し、様々な問題点や課題を検証・改善した結果、“できないことはない ”ことが判明。これをもって、
“令和 3年 2月 3日天皇誕生日祝賀レセプションの開催を目指す ”という、明確な目標が現地総領事館と当協会の間で
固まります。

当協会は、その後も当日本番の成功に向けて海外との通信の検証を様々に行い、
その一環として令和 2年 12月 29日に初の全世界に向けた無料オンライン
コンサートを東京のスタジオから双方向リアルタイムで放送します。通信も
放送の技術的課題も見事にクリア。参加者は日本全国、海外はオーストラリア、
ポルトガル、マレーシア、フランス、ロシアのサハリン、ウラジオストクなど、
全世界の当協会が交流を深める友人たち、支援者たち数百名が一堂に会する
大イベントとなりました。

【天皇誕生日祝賀レセプションの開催】

こうして迎えた本番当日。日本から＋2時間の時差があるサハリンとは、日本時間の 14時（現地時間１６時）から
リハーサルを開始。サハリンから日本に向けての音声は多少の途切れがあるものの、現地に向けての東京からの音声や
映像は問題なく届いている様子。今回の出演は現地政府要人を中心とするサハリン側参加者にはサプライズのため、
出演者は本番まで画面越しに会場の進行を静かに見守ります。

灘五郷の日本酒作りの文化を紹介する様子

江藤理事長主宰「Garjue Lab」無料オンラインコンサート

両国の国歌が流れ、久野総領事及び現地政府主賓の挨拶。

乾杯に続いて兵庫県神戸市灘五郷の日本酒作りの文化を紹介。株式会社
神戸酒心館様提供の映像に合わせ、司会がロシア語で解説を行うことで、
未だ日本酒が浸透していないロシア・サハリンの地に、何千年にわたる
日本酒文化の神聖さ奥深さが初めて伝えられました。

そしていよいよ日サハリン友好オンラインコンサートの時間。
司会の「出演者の皆様は日本にいらっしゃいますが、本日は
日本から中継で繋がっています」の合図と共に、会場の大画面に
ピアノ・江藤雅樹理事長、ヴァイオリン・江藤しのぶ専務理事、
パーカッション・Kanze（高野観世監事）の三人が登場。

出演者 3人がオンラインで登場



あなたの支援が世界をつなぐ、2021 年度賛助会員を募集中。
詳しくは最後のページの「一般寄附金募集のご案内」をご覧ください
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当協会設立 2年目の今年度は、初めて 1年（12か月）全て稼働した期となりましたが、同時にその期をコロナ禍で送る
年でもありました。会報や SNS 等でも折に触れてお伝え差し上げたように、活動におきましては世界中の方々と同様、
暗中模索の中で「どのような取り組みが出来るか」を絶えずイメージしながら、当協会では人が実際に集まらずとも
行っていけるオンライン環境の拡充を進めていき、今会報でお伝えしたように、日本にいながら音楽芸術を通じて海外
との相互理解を深め、同時に国内においても各施設へのリモート演奏会などの取り組みが出来ました。
これもひとえに、皆様から頂いた真心のご支援のおかげであり、協会スタッフ一同、心より深く感謝申し上げます。
どうか新年度も皆様からのご指導ご鞭撻を賜りながら、皆様と共に、ダイバーシティの時代、社会における相互理解を
深めるための挑戦を進めたく存じます。令和 3年度も、ご支援のほど何卒宜しくお願い申し上げます。

【令和 2年度（令和 2年 4月～令和 3年 3月）にご支援頂いた皆様へ】

【令和 2年度にご寄付を頂いた皆様のご紹介】
・高野観世 監事

・巽智子 様

・谷美穂 様

・谷口雅代 様

・永井篤司 特任理事

・西田富久恵 様

・濱中直美 様

・平山麻奈 様

・平山誠介 様

・藤之木一海 様

・道津和子 様

・山本旬 様

・江藤しのぶ 理事

・江藤雅樹 理事長

・株式会社MONDS 様

・小林優 様

・佐藤一美 様

（2021 年 3月 15日現在、五十音順。お名前の掲載をご許可頂いた方のみ掲載しています）

江藤理事長からは

「オンラインを利用してサハリンの友人たちと共に、
新曲の制作やレコーディングを行い、きたるべき
日のサハリンでの公演に向けて準備を進めるなど、
日サハリンの民間交流はコロナ禍においても益々
進展していることを皆様にご報告致します」

と現地の参加者に向けて挨拶。

続いて、コロナ禍でサハリン州ホルムスク市の楽団「ペレスボン」に向けて
作曲された新曲「ホルムスクの記憶」を初披露。(※)

同曲を「愛するサハリン島の住民に捧げる」というテーマの元作成された
スコア譜は、久野総領事からサハリン州政府のブトゥハノフ・アレクセイ・
ウラジーミラヴィッチ経済発展省次官に手渡されました。

こうして無事にコロナ禍という、この百年私たちが経験したことのない困難な
状況下においても、オンラインを利用した遠隔による日本とロシア・サハリン
との親善交流は、大成功裡に終えることができました。
その成功は何よりも、身動きのとりづらい現地での在ユジノサハリンスク
日本国総領事館の外交官、現地スタッフの皆様の献身的なご尽力があってこそ
実現した成功でした。この成功例を礎にして、当協会ではこれからも益々
世界各地と繋がり、芸術によるアクションをきっかけとした相互理解の輪を
国内外に広げて参ります。

(※) 当日上映された楽曲はウェブ上で「ホルムスクの記憶」と検索すると
出てきますので、そこからご覧いただけます )

レセプションの様子

「ホルムスクの記憶」映像上映中

久野総領事に代理頂き、現地にスコア譜の献呈
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一般寄附金募集のお知らせ
当法人は芸術文化の活動を通じて、国内社会に散見される社会的弱者に対する理解や、国際的友好関係の乏しい国地域との理解の推進に関する事業を実施し、
共生社会の実現のために不可欠である相互理解に寄与することを目的として各種事業活動を行っております。
つきましては、事業に必要な資金として、当法人の事業活動にご理解とご賛同を頂き、是非ご寄附をお寄せいただきますようお願い申し上げます。
なお、皆さまからのご寄附は、適切に管理し、有効かつ大切に使わせて頂きます。
（寄附金についてのご質問などは担当・佐藤までお電話またはメールでお問い合わせください）

 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - <                      >- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

【寄附金募集概要】

１．　募集金額　１口１０,０００円以上 / 募集期間　常時（一般寄附金の場合）

２．　下記「寄附申込書」をご記入の上、当法人宛にお送り下さい。
　　　＜お申込書を直接ご郵送またはFAXの場合＞
　　　右記キリトリ線から切り取って頂き下記へご郵送またはFAXでお送りください。
　　　〒167-0053東京都杉並区西荻南2-21-10 HKビル2 B1F
　　　　一般社団法人日本芸術文化友好親善協会　宛　FAX 03-5941-6226
　　　＜お申込書をスキャンデータまたはスマホ画像等でメール送付の場合＞
　　　　右記QRコードを読み取って頂くか、下記アドレスへのメールにてお送りください。
　　　　メールアドレス/ info@j-acfa.org

３．　寄附金のお振込は、下記銀行口座にお願いいたします。（振込手数料のご負担をお願いします）
　　　銀行名：みずほ銀行　　　西荻窪支店
　　　預金科目：普通口座　　　口座番号：３００９８６９
　　　口座名：一般社団法人日本芸術文化友好親善協会
　　　　　　  シャ）ニホンゲイジュツブンカユウコウシンゼンキョウカイ

４．　寄附金のご入金を確認後、「受領書」を発行いたします。

５．　当法人は一般社団法人のため、下記につきまして予めご了承ください。
　　（１）寄付者が個人（自然人）の場合、所得税の申告時に寄付金控除はありません。
　　（２）寄付者が法人（企業）の場合は、資本金等の額と所得の額に応じて計算した損金算入限度額までは損金算入できます。

【協会理念】
一般社団法人日本芸術文化友好親善協会は、社会のあらゆる場面で散見される社会的弱者に対する理解不足や誤解が、彼らが輝く機会を削いでいる現状を憂い、
今後より一層求められる多様性への寛容、共生社会の実現のために必要不可欠である『相互理解』を拡げるきっかけを文化的営みを通じて提供したい、またこの
営みを芸術家が主体となって行うことで、芸術家が持つたぐいまれな才能を社会のために活かしていく場の一つになればとの想いに基づき、発足いたしました。

2001年文化芸術振興基本法の制定以降、文化芸術活動を保護推進する団体は数多く誕生しましたが、芸術家が主体となり社会貢献する事を目的とした団体は、
まだ多くはありません。相互理解と助け合いが自然と広がる豊かな社会の実現のために、芸術を通じて貢献していけるよう邁進してまいります。

一般社団法人日本芸術文化友好親善協会　寄附金取扱規程

（目的）
第１条 本規程は、一般社団法人日本芸術文化友好親善協会（以下、「本法人」という。）
が受領する寄附金に関し、必要な事項を定めるものとする。

（寄附金の定義及び募集）
第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は当該各号に定めるところによる。
（１） 一般寄附金　広く一般社会に常時募金活動を行うことにより受領する寄附金
（２） 特定寄附金　広く一般社会に使途を特定して一定期間募金活動を行うことにより受領する寄附金
２　この規程における寄附金には、金銭のほか金銭以外の財産権を含むものとする。
３　本法人は常時、一般寄附金を募ることができる。

（寄附条件）
第３条　本法人が受け入れる寄附は、次の各号に掲げる基準のいずれにも該当しないことを条件とする。
（１）　寄附金等の受け入れにおいて、次に掲げる条件等が附されているとき
（イ） 寄附者に寄附の対価として何らかの利益又は利宣を供与すること
（ロ） 寄附後に寄附者が寄附の全部又は一部を取り消すこと
（ハ） 寄附金による学術研究等の結果得られた知的財産権を寄付者に譲渡し、又は、無償で使用させること
（ニ） 寄附金の使用について、寄附者が会計監査を行うこと
（ホ） 寄附金を受け入れることにより本法人に財政負担を伴わせること
（ヘ） その他、法人運営上支障があると理事長が認めた場合
（２）寄附金等を受け入れることにより、本法人の業務、財政、又は名誉に負担又は支障が生じると認められる
とき、その他寄附金等が本法人の定款第３条に定める目的の達成及び第４条に定める目的事業の遂行に
資するものでないと判断されるとき

（寄附の手続き）
第４条　寄附金等本法人に寄附しようとするものは、書面（電磁的方法によるものを含む）にて寄附金の
申し込みを行う。
２　本法人は、前項により寄附金の申し込みを受領したときには、第３条の条件を満たすこと及び第５条に
記載「寄附金の使途」を寄附者が承諾していることを確認し、寄附金等の受け入れを行う。
３　寄附金等の受け入れが決定したときは、寄附者に対しその旨を通知するとともに、寄附の受け入れに
必要な書類を送付する。

（寄附金の使途）
第５条　一般寄附金は、定款第４条の目的事業に使用し、一部を管理費として使用するものとする。
２　特定寄附金は、寄付者の特定した使途に使用し、一部を管理費として使用するものする。
３　前２項の費用配分は、理事会において決定する。

（受領書等の送付）
第６条　寄附金を受領したときは、受領書を寄附者に送付するものとする。
２　前項の受領書には、本法人の目的事業に関連する寄附金である旨、寄附金額及びその受領年月日を記載
するものとする。

（個人情報保護）
第７条　寄付者に関する個人情報については、個人情報の保護に関する法律等に基づき細心の注意を払って
情報管理に務めるものとする。

（補足）
第８条　この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項があるときは、理事長が理事会の
承認を得て別に定めるものとする。

（制定及び改廃）
第９条　この規程の制定及び改廃は、理事会の決議を経て行う。

（附則）
この規程は、令和元年５月７日から施行し、令和元年５月２２日から適用する。

　　　　　　　　　　　　　　寄 附 申 込 書

　　　　　　　　　　　　　　申込日　　　　　年　　　　　月　　　　　日

一般社団法人　日本芸術文化友好親善協会　御中

一般社団法人日本芸術文化友好親善協会の活動に賛同し、右記記載の規程にある第３条「寄附条件」
を満たすこと、並びに第５条「寄附金の使途」について承諾のうえ、以下の通り寄附を致します。

お名前（ご本人直筆）

ご住所 〒　　　－

法人の場合、ご担当部署またはご担当者

お電話　　　　－　　　　　－　　　　　　　

e-mail

受領書送付先(上記ご住所やお名前と異なる場合)
〒　　　－

寄付金額　　　　　　口　　金　　　　　　　　　　　　　　円　也

（確認事項）
１．右記記載の規程にある第７条「個人情報保護」に基づいた個人情報の取り扱いに同意致します。

ご署名

 2．当協会のHPや会報など一般公開の媒体へのご寄附者一覧へのご芳名掲載を
　　　□許可する　　　□許可しない　（いずれかにチェックをお願いいたします）

 3．（お申込者が未成年の場合）民法第5条（未成年者の法律行為）により、下記の法定代理人
　 （保護者等）が寄附に同意します。　　　　　

フリガナ

お名前

キ
リ
ト
リ
線


